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　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市のみなさん、ナマステ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は、2008年６月から２年間、青年海外協力隊エイズ対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　隊員としてネパールで活動していました。ネパールと聞いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　あまりピンとこない方も多いかもしれませんが、エベレスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　のある国、仏陀（ぶっだ）の生まれた国と言った方がなじみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　深いかもしれませんね。北はチベット、南はインドに挟まれ
た小さな国で、面積は北海道の約1 . 8倍しかありません。人口は約2600万人。ヒンドゥー教と仏教
が混在している宗教色の強い国です。
　現在、ネパールには推定７万人近いＨＩＶ感染者がいると言われています。大半がインドへの出
稼ぎ労働者の性行為感染、大きな都市では若者のドラッグの打ちまわしによる血液感染です。その
他、セックスワーカー、同性愛者、ストリートチルドレン、少女売買などもリスクが高く、エイズ
問題は貧困やカースト制度などが複雑に影響しているのです。
　この国で私はＨＩＶ感染者へのケア＆サポートを行っていました。活動先はネパールのＮＧＯ、
感染者がつくる感染者のためのＨＩＶ感染者団体です。このＮＧＯは国内数カ所にケアセンターと
呼ばれる施設を有し、そのうちの一つが私の活動先となっていました。私はスタッフと共に、ＡＲ
Ｖ（エイズ治療薬）を開始した感染者がセンターを出た後も自立した生活が送れるよう患者指導を
行っていました。また、Tel Medicineと呼ばれるインターネットを利用した治療アドバイスの実施、
患者情報シートを電子化し感染者のデータを取るなど新しいシステムの導入も行いました。
　６月、２年の任期を終えて無事に帰国したところです。

▲青年海外協力隊員
　　秋山和代さん（右）

広報さいじょう　2010　9月号29


